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豊
か
で
住
み
よ
く
、
誇
り
と
自
信
を
持
て
る
ま
ち
ブ
く
り

総
額
で
2
6
6
億
円
余
り

　

平成12年度の当初予算などを審議する第

306回定例市議会が、3月2日から22日まで

開かれました。天谷市長は、所信の中で「市民

とともに高めあい創り出す市政」を念頭に、諸

施策を推進していくことをあらためて表明しま

した。可決された当初予算の総額は、266億

7379万3千円、前年度に比べ2．5％の増です。

【
回
に
h
l

若
者
が
住
み
た
く
な
る
大
野
に

　

一
般
会
計
の
予
算
額
は
、
百
五
十
三
億
五

百
万
円
で
、
前
年
度
に
比
ベ
ー
〇
・
八
％
の

減
少
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
大
型
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
健
康
保
養
施
設
や
し
尿
処
理
施

設
な
ど
の
完
成
、
老
人
福
祉
費
の
一
部
が
特

別
会
計
に
移
行
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
で
す
。

歳
入

　

市
税
は
、
固
定
資
産
税
で
若
干

の
伸
び
が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、
個

人
・
法
人
市
民
税
が
減
収
の
見
込
み
で
す
。

こ
の
た
め
、
市
税
の
総
額
で
、
対
前
年
度
比

二
・
八
％
減
の
三
十
七
億
六
千
五
百
九
十
六

万
九
千
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

地
方
交
付
税
は
、
普
通
交
付
税
四
十
四
億

五
千
万
円
、
特
別
交
付
税
五
億
五
千
万
円
、

合
計
で
五
十
億
円
で
、
前
年
度
比
五
・
七
％

増
の
見
込
み
で
す
。

　

市
債
は
、
建
設
事
業
の
財
源
と
し
て
七
億

二
千
六
百
五
十
万
円
、
減
税
補
て
ん
債
の
三

千
万
円
で
、
総
額
七
億
五
千
六
百
五
十
万
円

を
計
上
し
て
い
ま
す
。
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
完
成
に
よ
り
、
前
年
度
比
六
三
・
一
％
の

大
幅
な
減
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
財
政
調

整
基
金
か
ら
五
億
円
の
取
り
崩
し
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

歳
出

　

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
①
若

者
が
住
み
た
く
な
る
よ
う
な
住
宅

施
策
な
ど
の
ま
ち
づ
く
り
、
②
介
護
保
険
制

度
の
本
格
実
施
と
合
わ
せ
た
高
齢
者
対
策
と

少
子
化
対
策
、
③
二
十
一
世
紀
の
礎
と
な
る

市
総
合
計
画
な
ど
各
種
計
画
の
策
定
の
三
点

に
重
点
が
置
か
れ
ま
し
た
。

　

伸
び
率
が
高
い
の
は
、
天
然
記
念
物
整
備

活
用
事
業
（
本
願
清
水
整
備
）
や
小
・
中
学

校
の
大
規
模
改
修
な
ど
を
行
う
教
育
費
で

す
。
次
に
高
い
の
は
、
グ
リ
ー
ン
オ
ア
シ
ス

整
備
事
業
（
公
園
整
備
）
や
道
路
・
橋
の
整

備
な
ど
を
行
う
土
木
費
と
続
き
ま
す
。

　

減
額
と
な
る
の
は
、
介
護
保
険
事
業
特
別

会
計
へ
老
人
福
祉
費
の
一
部
が
移
行
す
る
民

生
費
、
健
康
保
養
施
設
と
し
尿
処
理
施
設
の

完
成
で
大
幅
に
減
少
し
た
衛
生
費
な
ど
で
す
。

・
応
a
酪
J

国
民
健
康
被
保
険
者
数
は
ほ
ぼ
横
ば
い

保
険
事
業
で
ヽ
保
険
給
付
費
の
減
少
と
老

人
保
健
拠
出
金
の
減
少
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

一
方
、
介
護
保
険
制
度
導
入
に
よ
る
介
護
納

付
金
が
増
え
て
お
り
、
予
算
総
額
は
、
前
年

度
比
〇
・
四
％
減
の
二
十
五
億
千
七
百
四
十

三
万
千
円
で
す
。

老
人
医
療
費
の
一
部
が
介
護
保
険

保
健
事
業
特
別
会
計
へ
移
行
す
る
こ

と
に
よ
り
、
予
算
総
額
は
四
十
五
億
四
百
六

十
万
六
千
円
で
、
前
年
度
比
三
・
二
％
の
減

と
な
り
ま
し
た
。
医
療
費
の
市
負
担
分
で
あ



一般会計予算の内訳

歳入
153億
500万円

歳出

－153億
500万円

る
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
は
、
対
前
年
度

比
九
・
三
％
減
の
二
億
二
千
九
百
八
十
七
万

九
千
円
で
す
。

簡
易
水
道
市
営
簡
易
水
道
の
維
持
管
理

事
業
を
行
い
ま
す
・
本
年
度
は
西
富

田
配
水
池
改
良
や
木
本
水
源
改
良
な
ど
の
工

事
が
予
定
さ
れ
、
総
額
は
五
千
百
二
十
五
万

四
千
円
で
、
前
年
度
比
五
・
四
％
の
増
で
す
。

農
業
集
落
農
業
集
落
型
下
水
道
の
建
設

排
水
事
業
と
維
持
管
理
を
行
い
ま
す
・
事

業
量
と
新
規
に
木
本
地
区
の
設
計
委
託
費
が

増
え
、
総
額
で
は
前
年
度
比
七
三
●
七
％
増

の
七
億
七
千
百
五
十
八
万
九
千
円
で
す
。

下
水
道
下
水
管
埋
設
や
処
理
場
建
設

事
業
な
ど
の
事
業
本
格
化
に
よ
り
ヽ

総
額
は
十
四
億
四
千
八
百
七
十
八
万
八
千
円

で
、
前
年
度
比
四
四
・
九
％
増
と
な
り
ま
す
。

介
護
保
険
介
護
保
険
事
業
の
導
入
に
よ

事
業
り
設
置
さ
れ
た
会
計
で
す
I
保

険
給
付
費
と
準
備
基
金
積
立
金
な
ど
、
総
額

十
八
億
八
千
八
百
三
万
九
千
円
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。
介
護
納
付
費
の
市
負
担
分
で
あ
る

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
は
、
二
億
二
千
二

百
九
十
万
二
千
円
で
す
。

水
道
企
業
会
計
の
水
道
事
業
予
算

事
業
総
額
は
ヽ
一
億
八
千
七
百
八
万

六
千
円
で
、
前
年
度
比
一
・
三
％
の
減
で
す
。

会計別予算一覧 単位：万円

区分 平成12年度 平成11年度 対前年比

一般会計 153億500万 171億5，600万 △10．8％

特

別

会

計

国民健康保険 25億1．743万 25億2，851万 △0．4％

老人保健 45億461万 46億5．301万 △3．2％

簡易水道 5．125万 4，862万 5．4％

農業集落排水 7億7，159万 4億4，414万 73．7％

下水道 14億4．879万 10億1万 44．9％

介護保険 18億8，804万 － 純増

小計 111億8，171万 86億7，429万 28．9％

企業会計（水道） 1億8，708万 1億8．957万 △1．3％

合計 266億7，379万 260億1．986万 2．5％

市民からひとこと

清水続Ξ・豆F回ヨ

西端久美子さん（29歳・中挾）；

　

市
外
か
ら
大
野
に
来
ま
し

た
。
人
の
良
さ
、
住
み
や
す
さ

は
住
ん
で
み
て
実
感
し
ま
す

ね
。
活
気
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

へ
、
新
年
度
の
事
業
を
と
て
も

期
待
し
て
い
ま
す
。
二
十
一
世

紀
は
『
共
生
共
創
の
時
代
』
。

物
理
的
な
豊
か
さ
だ
け
で
は
な

く
、
未
来
を
担
う
若
者
を
中
心

に
心
の
豊
か
さ
を
パ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

市
民
が
求
め
る
の
は
、
施
設

の
多
さ
で
は
な
い
と
思
い
ま

す
。
高
齢
者
や
障
害
者
の
交
通

手
段
の
確
保
、
歩
道
の
除
雪
な

ど
生
活
弱
者
の
視
点
に
立
っ
た

行
政
が
、
す
な
わ
ち
住
み
や
す

い
ま
ち
づ
く
り
に
な
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
過
去
の
慣

例
に
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
安

心
で
き
、
安
全
で
公
平
な
ま
ち

づ
く
り
を
期
待
し
ま
す
。

特集：12年度予算



やさし・

力強く 美むD
食野参実Iへ

21世紀を担う人づくり
○心の教室整備事業………2．510千円

　

尚徳中学校にカウンセリング室を整備

します

○陽明中学校大規模改造事業

　

……………………………325．167千円

　

管理棟の耐震補強壁増設などの改造工

事をします

ONPO育成推進事業………500千円

　

NPOの意義や役割を理解する学習会

と団体の育成を行います

C）大規模改造事業…………11，800千円

　

富田小学校の耐震診断と補強計画、有

終束小学校の改造工事実施設計をします

O21世紀を生き抜く児童・生徒育成

　

事業…………………………1．924千円

　

主体的に生き抜く児童・生徒を育成す

るため、校外活動の充実を行います

○親と子のふれあい事業

　

……………………1，739千円

　

親子のためのコンサートや絵

本の原画展を開催します

○大野明倫館事業

　

……………………3，876千円

　

環境・まちづくり・ツーリズ

ムの3学科を通して，まちづく

りに積極的参加ができる人材の育成を行

います

○男女共同参画プラン作成事業

　

………………………………2，575千円

　

男女共同参画社会の実現を目指し，プ

ランを作成します

○エンパワーセミナー事業…604千円

　

男女共同参画社会を正しく理解し，実

践できるリーダーを育成します

○人づくり研修事業…………2，311千円

　

全国地域リーダー養成塾への派遣など

職員研修を実施します

○市史発刊事業………………8，800千円

　

市史第11巻「大野の自然」を発刊しま

す

○中山間地域等直接支払事業

　

……………………………127，000千円

　

傾斜などにより耕作放棄の可能性が高

い農地への助成を行います

○大規模水田園芸機械化モデル育成

　

事業補助……………………1，290千円

　

特産であるサトイモの省力機械の導入

と作付けの集団化を補助します

○公社営畜産基地建設事業

　

……………………………251．572千円

　

環境に配慮した，たい肥製造施設など

を整備します

○農村総合整備事業………322．843千円

　

大野塚原の営農飲雑用水や農道を整備

します

○中山間地域農村活性化対策事業

　

………………………………12．720千円

　

仮称スターランド阪谷の屋外施設を整

備します

○林業地域総合整備事業

　

……………………………150．037千円

　

林道や飲雑用水施設の整備を行います

○公害防止設備資金利子補給事業

　

…………………………………500千円

　

公害防止設備資金融資の利子を全額補

給します

○中小商業活性化支援事業補助

　

………………………………1，000千円

　

ISOの認証取得や特許権取得、実用

新案登録経費の一部を助成します

○工業振興助成金…………84，080千円

　

工業振興条例に基づき、立地企業へ助

成します

○インフィル型市営住宅建設事業

　

………………………………10，655千円

　

市が借り上げ、市営住宅として貸し出

すインフィル型住宅の建設補助と住宅マ

スタープランを策定します

○地元企業就職奨励金交付事業

　

………………………………33．870千円

　

地元企業に就職をした人に対する奨励

金を交付します

○まちなみづくり推進事業

　

………………………………6．839千円

　

北部第三土地区画整理区域内にモデル

住宅団地（フォレストタウン）を建設する

ための調査を行い，基本構想を策定しま

す

○ふるさと定住事業…………3，000千円

　

転入者の住宅確保に要する経費を一部

助成します

モデル住宅団地（フォレストタウン）のイメージ図



〇高齢者保養・休養施設利用助成券

　

交付事業…………………10，405千円

　

70歳以上の人に「あっ宝んど」や「う

らら館」の利用助成券を交付します

〇高齢者外出促進支援事業

　

………………………………3，200千円

　

外出用歩行器と電動車いすの購入費助

成を継続します

〇市町村障害者社会参加促進事業

…………………………………3，607千円

　

手話通訳者の配置などで，障害者の自

立と社会参加を促進します

〇親水公園整備事業………175．170千円

　　

「あっ宝んど」に隣接して芝生広場や

庭園，園路を整備します

〇地域防災基地整備事業…13．500千円

　

ボランティアセンターの基点として，

県防災某地の用地整備などを行います

〇介護保険事業…………1，888，039千一円

　

制度の本格実施により，新たに特別会

計として設置されます

〇生活支援型ホームヘルパー派遣

　

事業…………………………8，415千円

　

家事援助などの生活支援や巡回相談に

ホームヘルパーを派遣します

〇生きがい対応型ディサービス事業

　

………………………………14，008千円

　

介護保険自立認定者，虚弱老人に対す

るディサービスを実施します

〇訪問介護利用負担助成事業

　

………………………………5．505千円

　

低所得者の訪問介護利用者負担金を助

成します

〇福祉施設整備事業補助…88，380千円

　

福祉施設である聖和園の移転改築費を

助成します

〇避難施設標識設置事業…5，000千円

　

小中学校などの避難施設に標識を設置

します

〇チャイルドシート購入補助

　

………………………………7，00〇・千円

　

チャイルドシート購入費を助成します

〇亀山周辺整備推進事業…9，874千円

　

基本構想をもとに，市民の意見を反映

した基本計画を策定します

〇グリーンオアシス整備事業

　

………………………………92，597千円

　

緑豊かな生活環境の形成と都市の防災

機能強化のために公園を整備します

〇じん芥焼却施設整備事業

　

………………………………39，900千円

　

小型不燃物破砕機を購入します

〇街路整備事業………………3，336千円

　

市街地から国道158号への道路を、

沿線住民とともに計画策定します

〇都市景観推進事業…………4．477千円

　

都市景観条例に基づき、景観形成地区

の指定、建築物などの助成をします

〇北部第三土地区画整理事業

　

……………………………373，618千円

　

組合施行の北部第三土地区画整理事業

を推進します

〇環境マネジメントシステム導入

　

事業…………………………3，323千円

　

12年度内に市が「IS014001」

認証の取得を行います

〇生ごみ処理機購入補助…6，500千円

　

生ごみ処理機と処理容器の購入費を助

成します

〇農集排事業………………610，446千円

　

上庄西部●上庄南部・富田中部の整備

と，木本の全体基本設計などを行います

〇公共下水道事業………1．380，399千円

　

主要な下水管埋設や処理場の管理棟建

設などの工事を進めます

〇天然記念物整備活用事業

　

……………………………151，156千円

　

本願清水イトヨ生息地を継続して整備

します
本願清水イトヨ生息地で建設中の管理棟大野市下水処理センター完成予想図
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〇伝統工芸等観光活用事業…764千円

　

観光施設で伝統工芸の実演を行います

〇市内循環パス試行事業…7．066千円

　

医療機関や主要公共施設などを循環す

るバスを1ヵ月試行運転します

〇地域情報化推進事業……5，598千円

　

地域情報化計画の策定やインターネッ

ト自己サーバーの設置を行います

〇恐竜エキスポ推進事業…39，651千円

　

恐竜エキスポ開催への協力と独自事業

の取り組みを行います

〇青少年海外派遣事業……1，350千円

　

小・中・高校生の海外研修を行います

〇観光拠点施設整備事業…45，000千円

　

平成大野屋の中庭を整備します

〇観光エリア環境美化事業

　

………………………………6，080千円

　

恐竜エキスポの開催に合わせ美化運動

を推進します

〇地方特定道路整備事業（橋梁改良）

　

……………………………170，003千円

　

赤根川に架かる洞雲寺橋を改良します

その他の主な事業

〇大野市総合計画策定事業

　

………………………………10，748千円

　

平成13～22年度を目標とした第4次大

野市総合計画を策定します

特集：12年度予算



銀
色
の
大
屋
根
が
目
印

　

健
康
保
養
施
設
は
、
市
北
部
の

南
新
在
家
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

国
道
1
5
7
号
と
真
名
川
に
挟
ま

れ
た
位
置
に
な
り
ま
す
。
薬
草
風

呂
や
プ
ー
ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
大

広
間
な
ど
が
備
え
ら
れ
、
市
民
の

皆
さ
ん
が
気
軽
に
利
用
で
き
る
施

設
で
す
。

　

施
設
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
り
一
部
木
造
二
階
建
て
で
、
延

床
面
積
は
約
三
四
六
三
平
方
口
。

市
の
新
し
い
顔
と
し
て
シ
ン
ボ
ル

性
と
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
性
を
備
え
た

外
観
に
な
っ
て
い
ま
す
。
柔
ら
か

な
曲
面
を
持
つ
大
屋
根
は
「
大
き

く
羽
ば
た
く
ま
ち
」
、
大
屋
根
か

ら
続
く
塔
は
「
小
さ
な
芽
が
伸
び

る
ま
ち
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
も
の

で
す
。

　

こ
の
施
設
は
、
リ
フ
レ
ツ
シ
ュ

メ
ン
ト
（
元
気
を
つ
け
る
）
・
ア

ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
（
娯
楽
）
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
地
域
づ
く
り
）
の

三
つ
の
機
能
を
持
っ
た
「
水
を
親

し
む
文
化
」
拠
点
と
な
り
ま
す
。

健
康
づ
く
り
や
福
祉
増
進
、
心
豊

か
な
交
流
体
験
の
場
と
し
て
、
子

供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
み
ん
な

位置図

あっ宝んど
（南新在家26－101）

肩
康
づ
ノ
い
勺
七

7
－
－
－
ｓ

「
水
」
は
、
当
市
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
り
財
産
で
す
。

そ
の
水
を
テ
ー
マ
に
「
水
を
親
し
む
文
化
」
の
拠
点
、

新
し
い
「
大
野
の
顔
」
と
し
て
、
大
野
市
健
康
保
養
施

設
「
あ
つ
宝
ん
ど
」
が
、
落
成
・
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。岨o旨＝ラ勿
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波プフ尨

が
年
間
を
通
し
て
楽
し
め
ま
す
。

県
内
初
の
波
プ
ー
ル

　

プ
ー
ル
施
設
は
一
階
で
、
屋
内

と
屋
外
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
屋

内
は
温
水
の
プ
ー
ル
で
す
。
多
目

的
に
利
用
で
き
る
二
五
レ
三
コ
ー

ス
の
「
健
康
増
進
プ
ー
ル
」
や
、

小
さ
な
滑
り
台
が
あ
る
「
幼
児
用

プ
ー
ル
・
浅
水
プ
ー
ル
」
で
楽
し

め
ま
す
。
ま
た
、
県
内
初
と
な
る

「
造
波
プ
ー
ル
」
で
は
波
の
楽
し

さ
を
満
喫
し
て
く
だ
さ
い
。
屋
外

で
は
、
全
長
約
五
〇
‥
い
の
「
流
れ

る
プ
ー
ル
」
が
面
白
そ
う
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
プ
ー
ル
で
遊
び
疲
れ

た
と
き
は
、
そ
の
ま
ま
「
バ
ー
デ

ゾ
ー
ン
」
で
温
ま
り
な
が
ら
く
つ

ろ
げ
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
グ
ル
ー

プ
や
家
族
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ヨ

　
　
　
　
　
　
　
　

＾
次
ペ
ー
ジ
へ
゛
χ

期待してます

脇
本
美
代
子
さ
ん

　

（
6
1
歳
・
日
吉
町
）

　

近
く
に
こ
の
よ
う

な
施
設
が
で
き
て
、

本
当
に
う
れ
し
い
で

す
。
私
は
障
害
者
で

す
が
、
特
別
な
配
慮

で
は
な
く
、
例
え
ば

お
風
呂
に
障
害
者
用
の
イ
ス
が
用
意

し
て
あ
る
な
ど
、
ち
ょ
つ
と
し
た
心

づ
か
い
で
、
み
ん
な
と
同
じ
よ
う
に

利
用
で
き
る
と
い
い
で
す
ね
。
憩
い

の
場
と
し
て
、
友
達
も
み
ん
な
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

金
森
識
子
さ
ん
（
3
6
歳
・
中
野
）

　

プ
ー
ル
と
お
風
呂
が
一
緒
の
施
設

は
、
子
供
が
と
て
も
喜
び
ま
す
。
以

前
は
、
遠
く
ま
で
出
か
け
て
い
た
の

で
う
れ
し
い
で
す
ね
。
高
齢
者
な
ど

の
料
金
割
引
や
送
迎
バ
ス
、
休
憩
室

を
利
用
し
て
ハ
ー
プ

演
奏
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
が
あ
る
と
、
よ
り

楽
し
く
利
用
で
き
る

の
で
は
。
子
供
も
安

全
に
楽
し
く
利
用
で

き
る
よ
う
に
し
て
ほ

し
い
で
す
ね
。

本
多
昌
宏
さ
ん

　
　

（
7
3
歳
・
東
山
）

　

建
設
の
途
中
。
車

で
近
く
を
通
る
た
び

に
、
い
つ
オ
ー
プ
ン

す
る
の
か
楽
し
み
で

し
た
。
ソ
フ
ト
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
の
仲
間
と

利
用
し
た
い
で
す
ね
。
お
風
呂
が
楽

し
み
で
す
が
、
プ
ー
ル
に
も
興
味
が

あ
り
ま
す
よ
。
た
だ
、
上
庄
か
ら
遠

い
の
で
、
車
に
乗
れ
な
い
人
は
便
利

が
悪
そ
う
で
す
。
何
か
良
い
方
法
が

あ
る
と
い
い
で
す
ね
。

乾
川
智
寛
さ
ん
（
2
5
歳
・
中
挾
3
）

　

プ
ー
ル
の
利
用
が
楽
し
み
で
す
。

エ
キ
サ
イ
ト
広
場
も
そ
う
で
す
が
、

い
つ
で
も
簡
単
に
利
用
で
き
る
ス
ポ

ー
ツ
施
設
は
、
大
変
に
あ
り
が
た
い

で
す
ね
。
で
も
料
金
は
、
ほ
か
の
同

じ
よ
う
な
施
設
よ
り

高
い
よ
う
に
思
い
ま

す
。
無
料
開
放
の
日

や
ポ
イ
ン
ト
で
大
野

の
特
産
な
ど
を
出
す

事
業
を
行
う
と
面
白

い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

嶋
田
庄
左
衛
門
さ
ん

　

（
5
9
歳
・
南
新
在
家
）

　

近
く
に
で
き
る
の

で
、
大
変
に
楽
し
み

に
し
て
い
ま
し
た
。

同
じ
よ
う
な
施
設
を

利
用
し
て
思
う
こ
と

で
す
が
、
き
れ
い
で

清
潔
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。
浴

槽
、
洗
面
所
の
回
り
の
清
掃
や
サ
ウ

ナ
室
の
タ
オ
ル
交
換
な
ど
を
小
ま
め

に
し
て
、
い
つ
も
清
潔
で
気
持
ち
が

良
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
施
設
に
な

っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。



（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）

ン
を
深
め
て
く
だ
さ
い
。

休
養
施
設
で
ゆ
っ
く
り

　

大
広
間
や
和
室
、
リ
ラ
ク
ゼ
ー

シ
ョ
ン
ル
ー
ム
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な

ど
の
休
養
施
設
は
、
二
階
に
あ
り

ま
す
。
大
広
間
は
七
十
六
畳
、
三

部
屋
あ
る
和
室
は
十
二
畳
の
広
さ

で
す
。
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー

ム
は
ゆ
っ
く
り
と
く
つ
ろ
げ
る
静

か
な
空
間
で
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は

プ
ー
ル
の
様
子
を
見
な
が
ら
食
事

が
で
き
ま
す
。

和
風
と
洋
風
の
お
風
呂

　

一
階
に
あ
る
温
浴
施
設
は
、
和

風
と
洋
風
の
二
種
類
が
用
意
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
露
天
風

呂
や
サ
ウ
ナ
、
薬
草
風
呂
が
あ
り
。

一
定
期
間
ご
と
に
男
性
用
と
女
性

用
が
入
れ
替
わ
る
予
定
で
す
。
和

風
と
洋
風
の
両
方
を
比
べ
て
み
る

の
も
、
楽
し
み
の
一
つ
に
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

謡威溶i

a］噺緊

睨蕭i

j41｀t｝；參M略凪aヅ・＝冊

営業時間

施設区分 開館時間 閉館時間

全館 午前10時 午後10時

温浴施設 午前10時 午後10時

プール施設
午前10時

午前10時

午後8時30分（月曜日～土曜日）

午後6時（日曜日、国民の祝日）

休養施設 午前10時 午後10時

レストラン 午前11時 午後9時（ラストオーダー：午後8時30分）

休
館
日

毎
週
火
曜
日
（
火
曜
日
が
国
民
の

　

祝
日
に
規
定
す
る
休
日
に
当
た

　

る
と
き
は
、
そ
の
翌
日
）

1
2
月
3
0
日
～
1
月
2
日

※
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
と
夏
休

　

み
（
7
月
2
0
日
～
8
月
3
1
日
）

　

の
期
間
中
は
無
休

問
い
合
わ
せ
先

　

あ
っ
宝
ん
ど
（
豊
6
6
・
7
9
0

0
）
ま
た
は
剛
大
野
市
公
共
施
設

管
理
公
社
（
豊
6
5
・
8
7
6
6
）



あつ宝んどの施設配置図

1階平面図2階平面図

料

金

一

覧

区分

大人 子ども
※障

害者

と障

害者

の介

護者

　1人

に限

り、

左記

料

金の　

2分

の
1

（回

数券

を除

く）

（「11学生以ll） 障害者 満4歳以上～小学生 障害者
4歳未満

回数券（6回分） 回数券（なし） 回数券（6回分） 回数券（なし）

全館利用
1、000円 500円 500円 250円

無料
回数券5，000円 － 回数券2，500円 －

プール利用
600円 300円 300円 150円

無料
回数券3バ）00円 － 回数券1．500円 －

風呂利用
600円 300円 300円 150円

無料
回数券3，000円 － 回数券1，500円 一

9
年
セ
匝
援

高
齢
m
B
m
集
Ⅲ

電動車いす
歩行器 購入舞のー部補助

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
行
動
範
囲

を
広
げ
る
こ
と
で
、
生
き
が
い
と

健
康
づ
く
り
に
役
立
て
て
も
ら
う

「
高
齢
者
外
出
促
進
支
援
事
業
」

を
今
年
も
実
施
し
ま
す
。

対
象
者
6
5
歳
以
上
の
市
民

補
助
用
具
市
内
販
売
業
者
か

　

ら
購
入
し
た
、
外
出
用
の
電
動

　

服
ま
い
す
と
歩
行
器
（
手
押
し
車

補
助
率
電
動
車
い
す
＝
購
入

　

費
の
三
分
の
一
で
最
高
1
0
万
円

　

歩
行
器
＝
購
入
費
の
三
分
の
二

　

で
最
高
額
1
万
円

手
続
き
方
法
市
役
所
高
齢
者

　

福
祉
室
に
備
え
て
あ
る
申
請
書

　

に
身
分
証
明
書
の
写
し
、
見
積

　

書
の
写
し
、
カ
タ
ロ
グ
な
ど
を

添
付
し
て
提
出

手
続
き
の
時
期
四
月
か
ら
十

　

月
ま
で
の
間
で
、
対
象
と
な
る

　

歩
行
補
助
用
具
の
購
入
前

手
続
き
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
高
齢
者
福
祉
室
（
豊

　

6
6
・
1
1
1
1
内
線
4
7
6
）

　

電動車いす利用者
交通安全講習会

　

今年は、高齢者の皆さんが交通

ルールを知り、より安全に外出で

きるように、交通安全講習会を行

います。

　

電動車いすを購入された人は、

参加をお願いします。



勿洪］定例市議会

　

三
月
に
行
わ
れ
た
第
三
百
六
回

定
例
市
議
会
で
は
、
新
年
度
の
予

算
案
の
ほ
か
、
平
成
十
一
年
度
各

会
計
の
補
正
予
算
案
な
ど
も
審
議

さ
れ
、
い
ず
れ
も
可
決
・
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

平
成
1
1
年
度
予
算
の
補
正

　

一
般
会
計
で
は
、
三
億
千
二
百

四
十
一
万
千
円
を
追
加
、
予
算
総

額
は
百
八
十
三
億
二
千
百
一
万
九

千
円
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

前
年
同
期
と
比
ベ
ー
・
五
％
の
増

と
な
り
ま
す
。
介
護
保
険
円
滑
導

入
基
金
へ
の
積
立
金
三
億
五
千
二

百
六
十
三
万
三
千
円
か
主
な
補
正

で
す
。

条
例
の
制
定

　
　

「
大
野
市
手
数
料
条
例
」
な
ど

地
方
分
権
一
括
法
に
関
す
る
条
例

や
、
「
大
野
市
介
護
保
険
条
例
」

な
ど
の
介
護
保
険
制
度
本
格
実
施

に
対
応
す
る
た
め
の
条
例
が
制
定

さ
れ
ま
し
た
。

副
議
長
に
本
田
章
氏

三
月
定
例
市
議
会
で
、
本
田
章

氏
（
四
ト
九
歳
・
泉
町
）
が
副
議

長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
田
氏
は
、
平
成
七
年
に
市
議

会
議
員
に
初
当
選
以
来
、
総
務
常

任
委
員
長
、
大
野
地
区
消
防
組
合

監
査
委
員
な
ど
を
歴
任
、
現
在
二

期
目
で
す
。

　

副議長

本田章氏

　

ま
た
、
各
常
任
委
員
、
議
会
運

営
委
員
な
ど
の
選
任
も
行
わ
れ
ま

し
た
。
各
委
員
会
の
構
成
は
、
下

記
の
と
お
り
で
す
。

常任委員会 議会運営
委員会総務文教 産経建設 民生環境

○笹島彦治

○寺島藤雄　
松田信子　
浦井智治　

宇野政市郎　
常見悦郎　
松井治男　
畑中章男

○谷口彰三
〇兼井大　
高岡和行　
幾山秀一　
岡田高大　
本田章　
村西利栄

○牧野勇
○鳥目敏栄　
土田三男　
米村輝子　
坂元千秋　
砂子三郎　
栄正夫

○砂子三郎
○松井治男　
谷口彰三　
笹島彦治　
岡田高大　
坂元千秋

○委は長○副委は長

募集
します
休日急患診療所・看護婦a

　

大野市休日急患診療所では、非常勤の嘱託職員として看護

婦を新たに募集します。

募集人員1人

勤務休日急患診療所、保健センター

勤務体制交代・輪番制で、月17日勤務

　　　　　　

土曜日午後1時～日曜日午前9時（午後9時以

　　　　　

降夜間待機）・日曜日（祝日）午前9時～午後9

　　　　　

時・平日午前8時30分～午後5時15分

受験資格看護婦の免許を有する人

試験日程書類選考の上、別に面接試験日を通知

申込締切日4月21日米

申し込み方法封筒に「看護婦受験」と朱書きし、市販の履

　　　　　

歴書に必要事項を記入し、看護婦免許証の写しと

　　　　　

作文を同封の上、直接または郵送で提出

作文テーマ「私の看護感」400字詰め原稿用紙2枚以内

申し込み・問い合わせ先〒912－0061

　　　　　

篠座117－6－1市保健センター内

　　　　　

市民福祉部保健衛生課（065・7333）

気
に
な
り
ま
す

介
護
保
険
制
度

1、j。。8

　

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。
今

回
は
、
6
5
歳
以
上
の
人
の
保
険
料
（
第
一
号
保
険
料
）

に
つ
い
て
、
当
市
の
状
況
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

介
護
を
社
会
全
体
で
支
え
合
う

介
護
保
険
の
費
用
は
、
保
険
料
と

税
金
で
ま
か
な
わ
れ
ま
す
。

保
険
料
の
決
定
方
法

　

六
十
五
歳
以
上
の
第
一
号
被
保

険
者
の
保
険
料
は
、
各
市
町
村
で

算
定
さ
れ
ま
す
。
表
の
よ
う
に
前

年
の
所
得
な
ど
に
応
じ
て
、
五
段

階
に
分
け
決
定
。
こ
の
保
険
料
の

基
と
な
る
基
準
額
は
、
三
年
ご
と

見
直
さ
れ
ま
す
。

納
付
の
方
法

　

老
齢
・
退
職
年
金
を
年
額
十
八

万
円
以
上
受
給
し
て
い
る
人
は
、

特
別
徴
収
と
な
り
、
年
六
回
偶
数

月
に
支
給
さ
れ
る
年
金
か
ら
引
か

れ
ま
す
。
こ
の
ほ
か
の
人
は
普
通

徴
収
と
な
り
、
七
月
か
ら
翌
年
三

月
ま
で
に
年
四
回
、
納
付
書
で
の

直
接
納
付
で
す
。

保
険
料
の
軽
減
措
置

　

新
し
い
制
度
導
入
の
混
乱
を
避

け
る
た
め
、
保
険
料
が
次
の
と
お

り
軽
減
さ
れ
ま
す
。

●
平
成
十
二
年
四
月
か
ら
九
月
ま

　

で
I
保
険
料
の
全
額
免
除

●
平
成
十
二
年
十
月
か
ら
平
成
十

　

三
年
九
月
ま
で
I
保
険
料
の
半

　

額
免
除

●
平
成
十
三
年
十
月
か
ら
I
保
険

　

料
の
全
額
納
付

問
い
合
わ
せ
先
市
役
所
高
齢
者

　

福
祉
室
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内

　

線
4
7
8
）

所得段階 対象酋 割合 保険料年額（月額）

第1↓没階 ・生活保護受給片

・市民税匪帯非課税で　

老齢福祉年装受給者

0．5
36．000円×0．5＝18，000円　　　　

（1，500円）

第2段階 ・本人、｜仕帯とも市民　

税非課税
0．75
36，000円×0．75＝27，000円　　　　　　　

（2，250円）

第3段階

（基準額）

・本人巾民税非課税　

（獣帯の中に課税酋）
1．0 36，000円XI．0＝36，000円　　　　　　　

（3，000円）

第4段階 ・本人市民税課税で合　

計所得250万円未満
1．25 36，000円×1．25＝45．000円　　　　　　　

（3、750［q）

第5段階 ・本人市民税課税で合　

計所得250万円以上
1．5 36．000円×1．5＝54，000円　　　　　　　

（4．500円）

※
合
計
所
得
金
額
例
え
ば
年
金
収

　
　

入
だ
け
の
人
の
場
合
、
年
金
収

　
　

入
額
か
ら
公
的
年
金
控
除
額
を

　
　

引
い
た
額
に
な
り
ま
す
。



び
句
一
可
辿
ド
勤
j
F

生
言
句
処
理
機
治
ど

購
入
費
を
囲
績

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

　

四
月
一
日
か
ら
、
六
歳
未
満
の

幼
児
を
車
に
乗
せ
る
場
合
、
道
路

交
通
法
の
改
正
に
よ
り
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
の
着
用
が
義
務
づ
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

当
市
で
は
、
六
歳
未
満
の
幼
児

を
持
つ
家
庭
に
対
し
、
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
購
入
費
の
一
部
を
助
成

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

生
ご
み
処
理
機
な
ど

　

市
で
は
、
皆
さ
ん
が
生
ご
み
の

自
家
処
理
を
推
進
す
る
こ
と
で
、

環
境
の
保
護
や
ご
み
の
減
量
、
資

源
の
有
効
活
用
を
図
ろ
う
と
、
生

ご
み
処
理
機
（
電
気
式
、
バ
イ
オ

式
）
や
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
の
購
入

費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

な
お
、
新
し
い
補
助
制
度
の
対

象
に
な
る
の
は
、
購
入
し
た
人
が

市
民
で
、
助
成
対
象
と
な
る
商
品

が
市
内
で
購
入
さ
れ
た
場
合
な
ど

の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

　

助
成
額
や
助
成
対
象
な
ど
詳
し

い
内
容
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
問
い
合
わ
せ
先
市
役
所
生
活
環

　

境
課
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線

　

4
6
2
）

諮巷光初出見岨鎖瞰唱述映
◆地域医療協議会の委員募集

　

大野市地域医療協議会で、当市の医療について考えてみません

　

か。地域医療の取り組みに皆さんの意見を反映していくため、

　

協議会の委員を募集します。

募集定員2人

応募資格市内在住で、地域医療に関心のある20歳以上の人

会議日程年に2回程度、平日の午後7時から開催予定

応募方法「大野市の地域医療に期待すること」をテーマに40

　

0字程度にまとめ、住所・氏名・年齢・性別。職業。電話番号

　

を明記して提出（郵送可）

締め切り4月21日唐）

応募・問い合わせ先〒912－0061

　

大野市篠座117－6－1市保健センター内

　

市民福祉部保健衛生課（酋65・7333）

◆都市計画審議会の委員募集

　

大野市都市計画審議会で、当市の都市計画（まちづくり）につ

　

いて考えてみませんか。都市計画に皆さんの意見を反映してい

　

くため、審議会の委員を募集します。

募集定員1人

応募資格市内在住で、都市計画に関心のある20歳以上の人

会議日程年3～4回程度、平日の昼間開催予定

応募方法「都市計画（まちづくり）について日ごろ考えている

　

こと」をテーマに400字程度にまとめたものと、履歴書を提

　

出（郵送可）

締め切り4月28日②

応募●問い合わせ先〒912－8666

　

大野市天神町1－1市役所建設部都市整備課

　　

（066・1111内線353）

エキサイティング
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市
民
大
会
参
加
募
集

各
競
技
団
体

◆
春
季
市
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

日
時
4
月
1
6
日
⑥
・
2
3
日
⑨

　

午
前
9
時
～

会
場
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

参
加
料
I
チ
ー
ム
5
0
0
0
円

申
込
締
切
日
4
月
6
日
④

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
大

　

野
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
事
務

　

局
林
幸
雄
さ
ん
（
容
6
6
・
2
6

　

3
9
）

◆
市
民
エ
ス
キ
ー
テ
ニ
ス
大
会

日
時
4
月
1
6
日
⑨
午
前
9
時
～

会
場
有
終
会
館

参
加
料
無
料

申
込
締
切
日
4
月
1
2
日
⑥

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
大

　

野
市
エ
ス
キ
ー
テ
ニ
ス
協
会

　

大
坪
恵
子
さ
ん
（
酋
6
6
・
3
0

　

9
5
）

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

　
　
　
　

参
加
者
募
集

B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

日
時
5
月
1
0
日
④
～
7
月
1
2
日

　

⑥
毎
週
水
曜
日
午
後
7
時
3
0

　

分
～
9
時
（
全
1
0
回
）

会
場
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

対
象
女
性

定
員
3
0
人

講
師
小
林
亜
矢
子
さ
ん

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
（
豊
6
4

　

・
1
3
1
1
）

テ
ー
－
ス
教
室
参
加
者
募
集

市
テ
ニ
ス
協
会

日
時
5
月
8
日
⑧
～
2
9
日
⑥
の

　

月
・
木
・
土
曜
日
午
後
7
時

　

3
0
分
～
9
時
（
計
1
0
回
）

会
場
明
治
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

定
員
初
心
・
初
級
者
先
着
2
0
人

参
加
料
3
0
0
0
円

申
込
締
切
日
5
月
1
日
⑥

申
し
込
み
方
法
電
話
か
フ
ァ
ク

　

ス
で
中
込
先
へ

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
大

　

野
市
テ
ニ
ス
協
会
酒
井
惧
二

　

さ
ん
（
酒
井
商
事
春
日
給
油
所

　

内
容
6
6
・
3
2
1
2
フ
ァ
ク
ス

　

6
5
・
6
1
5
2
）



ウォーキング①

少
し
の
時
間
で
健
康
づ
く
り

　

歩
く
こ
と
（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
）
で
健
康
（
ヘ
ル
シ
ー
）

づ
く
り
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
行
っ
て
み
た
い
観
光
地
ま
で

の
距
離
を
目
標
に
、
歩
い
て
旅
（
ツ
ア
ー
）
を
す
る
つ
も

り
で
・
・
・
。
今
月
か
ら
一
年
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ヘ
ル
シ

ー
ツ
ア
ー
へ
ご
案
内
し
ま
す
。

手
軽
な
運
動
で
す

　

人
は
、
生
ま
れ
て
一
年
半
ほ
ど

で
、
歩
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
で

も
文
明
の
発
達
に
よ
っ
て
歩
く
こ

と
が
減
り
、
運
動
不
足
か
ら
、
生

活
習
慣
病
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
歩
く
こ
と
）

は
、
少
し
の
時
間
と
や
る
気
が
あ

れ
ば
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
、
誰

で
も
で
き
る
手
軽
な
運
動
で
す
。

さ
あ
、
歩
い
て
健
康
づ
く
り
に
取

り
組
み
ま
し
ょ
う
。

歩
く
準
備
を
し
よ
う

　

靴
さ
え
あ
れ
ば
始
め
ら
れ
る
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
。
だ
か
ら
こ
そ
安
全

と
機
能
性
を
考
え
、
ま
ず
し
つ
か

り
し
た
道
具
を
選
び
ま
し
よ
う
。

靴
－
図
1
参
照

服
装
－
保
温
性
・
防
水
性
・
吸
湿

　

性
の
あ
る
も
の
を

帽
子
－
夏
は
直
射
日
光
を
避
け
、

　

冬
は
防
寒
、
小
雨
も
防
ぐ

万
歩
計
－
歩
い
た
歩
数
が
分
か
り

　

励
み
に
な
る

ザ
ッ
ク
ー
ウ
エ
ス
ト
バ
ッ
グ
ー
両

　

手
が
自
由
に
な
る
こ
と
が
大
切

水
筒
－
長
距
離
の
場
合
、
水
分
の

　

補
給
が
大
切

歩
き
方
を
チ
ェ
ッ
ク

普
段
、
自
分
の
歩
き
方
は
あ
ま

り
気
に
し
な
い
と
思
い
ま
す
。
で

も
、
歩
い
て
い
て
「
足
が
痛
い
」

「
疲
れ
て
重
い
」
と
感
じ
る
こ
と

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

一
度
、
自
分
が
普
段
は
い
て
い

る
靴
の
底
を
観
察
し
て
み
ま
し
ょ

う
。
靴
底
の
減
り
具
合
に
は
、
は

つ
き
り
と
足
が
受
け
る
力
の
様
子

が
現
れ
て
い
ま
す
。
足
へ
の
偏
っ

た
負
担
が
あ
っ
た
ら
、
こ
れ
を
な

く
す
よ
う
心
が
け
ま
し
よ
う
（
図

2
参
照
）
。

ちよつと気になる栄養の話

　

元気に1日を過ごすために、朝食はしっか

り食べましょう。朝食には、「眠りから覚め

た体の体温を上げる・脳を動かす糖質の補給

・1日の生活のリズムを整える」などの役割

があります。今回は、栄養がバランスよく取

れる朝食をご紹介します。

＜ごはんのギッシュ＞

準備するものご飯（茶碗2杯分）プレスハ

ム（2枚）ミックスベジタブル（大さじ5杯）

☆牛乳（1カップ）☆卵（2個）☆塩・こしょう

☆溶けるチーズ（大さじ4）

作り方①ご飯の半量をラップにはさんで直径15

Vにのばし、ご飯のシートを作り、バターを塗っ

た耐熱皿に敷く。これを2つ用意する。②ハムは

適当な大きさに切り、☆の材料を加えて混ぜる。

③1のご飯シートの上にミックスベジタブルを散

らし、☆を注ぎ、オーブントースターで約10分間

焼く。

　

いろいろなアレンジをして、バランスが摂れた

朝食をお楽しみください。

皆さんの健康づくりを後押しします・保健センター（酋65・7333）



暮
ら
し
の

ア
芥
お
守
ス

省エネルギー

　

私
た
ち
の
暮
ら
し
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
に
よ
っ
て

支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
賢
い
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
実
践
は
、

家
計
の
節
約
だ
け
で
な
く
、
地
球
環
境
の
保
全
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。
不
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
わ
な
い
シ
ン
プ
ル

で
ス
マ
ー
ト
な
生
活
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
は
増
加

　

日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
は

増
え
続
け
て
い
ま
す
。
中
で
も
、

私
た
ち
の
生
活
に
密
着
し
た
家
庭

や
職
場
な
ど
で
の
消
費
量
の
割
合

が
、
高
く
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う

で
す
。

待
機
時
に
節
電

　

私
た
ち
の
周
り
に
あ
る
テ
レ
ビ

な
ど
の
電
化
製
品
は
、
時
計
や
液

晶
表
示
装
置
が
内
蔵
さ
れ
て
い
る

も
の
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
プ

ラ
グ
が
つ
な
い
で
あ
る
と
、
使
っ

て
い
な
く
て
も
待
機
電
力
を
消
費

し
ま
す
。
家
庭
で
の
待
機
電
力
の

消
費
量
は
、
全
電
力
消
費
量
の
一

〇
％
以
上
を
占
め
て
い
る
と
い
う

報
告
が
あ
り
ま
す
。
プ
ラ
グ
を
抜

く
習
慣
、
主
電
源
を
切
る
習
慣
を

身
に
付
け
ま
し
よ
う
。

効
率
の
よ
い
使
用
を

　

洗
濯
機
は
、
容
量
の
八
〇
％
を

目
安
に
利
用
し
ま
し
よ
う
。
洗
濯

物
の
入
れ
す
ぎ
は
、
汚
れ
が
落
ち

に
く
く
な
る
だ
け
で
な
く
、
電
気

の
ム
ダ
使
い
に
も
な
り
ま
す
。
逆

に
少
な
す
ぎ
て
も
電
気
と
水
の
ム

ダ
使
い
に
な
り
ま
す
。

　

掃
除
機
は
、
フ
ィ
ル
タ
ー
清
掃

に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
ほ
こ
り
ゃ

ゴ
ミ
が
、
フ
ィ
ル
タ
ー
に
た
ま
つ

た
ま
ま
で
は
、
吸
い
込
む
力
が
低

下
し
、
モ
ー
タ
ー
に
も
負
担
が
か

か
り
ま
す
。
フ
ィ
ル
タ
ー
清
掃
に

心
が
け
る
だ
け
で
年
間
約
十
八
い

ワ
ッ
ト
時
の
節
約
で
す
。

　

冷
凍
冷
蔵
庫
は
、
標
準
の
二
倍

の
量
を
詰
め
込
む
と
、
約
一
〇
％

消
費
電
力
量
が
増
え
ま
す
。
開
閉

時
間
を
十
秒
短
縮
す
れ
ば
、
約
三

％
の
消
費
電
力
量
が
節
約
で
き
ま

す
。
熱
い
も
の
は
、
冷
ま
し
て
か

ら
入
れ
る
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
よ

う
。
ま
た
、
ド
ア
パ
ッ
キ
ン
グ
の

破
損
は
、
冷
気
漏
れ
に
つ
な
が
り

ま
す
。
と
き
ど
き
確
認
し
て
み
ま

し
よ
’
つ
。

　

照
明
器
具
で
は
、
白
熱
電
球
を

電
球
型
蛍
光
灯
に
す
る
と
寿
命
が

延
び
、
消
費
電
力
も
約
半
分
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
買
い
換
え
る
と

き
は
、
イ
ン
バ
ー
タ
ー
付
き
の
も

の
か
よ
い
で
し
ょ
う
。
器
具
の
清

掃
で
二
〇
％
～
四
〇
％
明
る
く
な

り
ま
す
。
消
灯
と
合
わ
せ
て
、
小

ま
め
な
管
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

省
エ
ネ
と
そ
の
効
果

　

主
な
電
気
製
品
の
一
年
間
あ
た

り
の
節
約
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
と
節
約

額
を
表
に
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

　

各
家
庭
の
事
情
に
応
じ
た
チ
ェ

ッ
ク
項
目
を
作
り
、
実
践
し
て
み

ま
し
よ
う
。

省エネルギーとその効果
実践例 節約エネルギー量 節約額

待機時消費電力

電気製品の主電源を小まめに切った場合年間約106゛ロワツト時約2，374円

洗濯機

効率的な使用をした場合 年間約30゛。ワット時約672円

掃除機

効率的な使用をした場合 年間約18゛。ワット時約403円

冷凍冷蔵庫

効率的な使用をした場合 年間約21゛ロワツト時約484円

照明器具

小まめに消灯を行った場合

白熱電球1個を蛍光灯に付け替えた場合

年間約84゛。ワット時

年間約73゛。ワット時

約1，888円

約1，635円

テレビ

つけっ放しを1日1時間短縮した場合 年間約51゛。ワット時約1，142円

エアコン

つけっ放しを1日1時間短縮した場合 年間約49゛。ワット時約1，142円

冷房機器

冷房設定温度を1℃上げた場合 年間約41゛。ワット時約918円

暖房機器

暖房設定温度を1℃下げた場合 年間約16は（灯油）約918円

これらの金額は、使用する機器の種類や使用方法、環境で変わります。おおよその目安と

してください。参考：財団法人省エネルギーセンター発行パンフレット「省エネ家族」

消費生活に関するご相談は消費者相談センターへ豊66－1111内線464（U謳



市民⑩

ペー汐

■
こ
の
「
ペ
ー
ジ
」
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
秘
書
広

報
課
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
）

今月のスナップ

　　　

ブロヽジク！

　

（K－MOUCUP
ジュニアバレーボール大会）

4為－，39登場 バレーボールチーム

　　　

稲妻

初
心
者
か
ら
経
験
者
ま
で
和
気
あ
い
あ
い
と

　

稲
妻
は
結
成
か
ら
十
七
年
以
上

た
っ
て
い
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー

ム
で
す
。
現
在
、
十
代
か
ら
三
十

代
の
十
二
人
が
参
加
し
、
週
一
回

有
終
西
小
学
校
の
体
育
館
で
汗
を

流
し
て
い
ま
す
。

　
　

「
最
初
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
も

や
っ
て
み
よ
う
か
と
、
仲
の
い
い

人
た
ち
が
集
ま
っ
て
チ
ー
ム
を
作

っ
た
そ
う
で
す
。
で
も
今
の
メ
ン

バ
ー
は
、
学
生
の
こ
ろ
か
ら
の
経

験
者
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
初
め
て

と
い
う
初
心
者
ま
で
パ
ラ
パ
ラ
で

す
ね
。
家
族
連
れ
で
海
水
浴
に
行

っ
た
り
、
み
ん
な
で
食
事
に
出
か

け
た
り
と
、
和
気
あ
い
あ
い
と
活

動
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
試
合
の

と
き
は
違
い
ま
す
よ
。
出
る
か
ら

に
は
、
も
ち
ろ
ん
勝
ち
た
い
で
す

か
ら
ね
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て

真
剣
に
臨
み
ま
す
よ
。
現
在
は
市

内
の
大
会
や
奥
越
の
リ
ー
グ
戦
に

出
場
し
て
い
ま
す
が
、
ゆ
く
ゆ
く

は
県
大
会
に
も
出
場
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
」
と
代
表
の
柳
原
幹

雄
さ
ん
。

　
　

「
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
に
は
団
体
競
技

な
ら
で
は
の
楽
し

さ
が
あ
り
ま
す
ね
。

試
合
に
勝
っ
た
と

き
は
、
み
ん
な
で

大
さ
わ
ぎ
で
す
。

仕
事
を
し
て
い
る

と
、
ど
う
し
て
も

職
場
の
枠
に
と
ら

わ
れ
が
ち
に
な
り

ま
す
。
で
も
、
こ

う
し
て
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
を
通
し
て
、

い
ろ
ん
な
人
と
知

り
合
う
こ
と
が
で

き
る
の
で
と
て
も

楽
し
い
で
す
よ
」

と
メ
ン
バ
ー
の
三

屋
祐
治
さ
ん
。

　

チ
ー
ム
で
は
、
現
在
メ
ン
バ
ー

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ

る
人
は
事
務
局
の
山
内
省
吾
さ
ん

（
酋
6
6
・
3
0
7
9
）
ま
で

フックトーク

たいt

テーマ～はたらく～

『
天
職
図
鑑
』

　

最
近
、
職
業
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や

職
場
体
験
学
習
を
通
し
て
、
中
高

生
の
職
業
観
や
意
識
を
育
て
る
指

導
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

『
広
辞
苑
』
に
よ
る
と
、
天
職

と
は
「
天
か
ら
命
ぜ
ら
れ
た
職
。

神
聖
な
職
務
。
そ
の
人
の
天
性
に

最
も
合
っ
た
職
業
」
と
あ
り
ま
す
。

自
分
が
興
味
の
あ
る
こ
と
や
好
き

な
こ
と
を
、
そ
の
ま
ま
職
業
に
で

き
れ
ば
ど
ん
な
に
楽
し
い
こ
と
で

し
ょ
’
つ
。

　

今
回
紹
介
す
る
本
に
は
、
自
分

の
好
き
な
こ
と
を
職
業
に
で
き
た

人
が
二
十
人
登
場
し
ま
す
。
数
限

り
な
い
職
業
の
中
か
ら
、
昔
か
ら

あ
る
職
業
や
今
ど
き
の
カ
タ
カ
ナ

で
呼
ば
れ
る
職
業
ま
で
、
幅
広
く

紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

本
人
た
ち
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に

答
え
る
か
た
ち
で
、
ど
ん
な
内
容

の
仕
事
か
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
大
切
な
の
は
「
ど
う
し
た
ら

好
き
な
こ
と
を
仕
事
に
つ
な
げ
る

こ
と
が
で
き
る
か
」
と
い
う
過
程

な
の
で
す
。

　

不
況
が
続
く
中
「
て
ん
し
ょ
く
」

と
聞
く
と
「
転
職
」
と
い
う
漢
字

を
思
い
浮
か
べ
て
し
ま
い
が
ち
で

す
が
、
こ
の
本
を
読
ん
で
、
も
う

一
度
「
職
業
」
に
つ
い
て
思
い
め

ぐ
ら
せ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

問
い
合
わ
せ
先
市
図
書
館
（
a

　

6
5
・
5
5
0
0
）

　　　　

天職図鑑

片野ゆか著黎明書房刊
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新
鮮
な
目
で
大
野
を
撮
り
た
い

山
本
祐
之
さ
ん
（
―
十
八
歳
中
挾
三
丁
目
）

　

山
本
裕
之
さ
ん
は
、
F
B
C
福

井
放
送
の
大
野
通
信
部
の
記
者
と

し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
奥
越
だ

け
で
な
く
吉
田
郡
や
足
羽
郡
な
ど

も
担
当
し
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の

取
材
に
忙
し
い
毎
日
を
送
っ
て
い

ま
す
。

　
　

「
F
B
C
の
大
野
通
信
部
を
や

っ
て
い
た
父
を
見
て
育
っ
た
せ
い

か
、
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
記
者
と
し

て
働
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た

ね
。
通
信
員
は
記
者
と
し
て
原
稿

を
書
く
仕
事
と
、
カ
メ
ラ
マ
ン
と

し
て
映
像
を
撮
る
仕
事
の
両
方
が

あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
や
り
が
い
が

あ
っ
て
面
白
い
で
す
よ
。
テ
レ
ビ

ニ
ュ
ー
ス
は
や
は
り
映
像
が
命
で

す
。
映
像
を
見
た
だ
け
で
、
そ
こ

で
何
か
起
こ
っ
て
い
る
の
か
分
か

る
、
そ
ん
な
ニ
ュ
ー
ス
を
撮
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
仕
事

は
毎
日
が
新
し
い
こ
と
の
連
続
で

楽
し
い
で
す
ね
」
と
山
本
さ
ん
。

　
　

「
大
野
は
全
国
的
に
ニ
ュ
ー
ス

に
な
る
ネ
タ
が
た
く
さ
ん
あ
る
と

思
い
ま
す
。
で
も
大
野
に
ず
っ
と

住
ん
で
い
る
と
、
だ
ん
だ
ん
と
当

た
り
前
の
こ
と
に
な
っ
て
、
気
付

か
な
く
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
で
す

ね
。
私
は
常
に
新
鮮
な
目
で
大
野

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
記
者
に
な

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
も
あ
ら
た
め
て
周
り
を
見
て
み

ま
せ
ん
か
、
大
野
の
良
い
と
こ
ろ

が
た
く
さ
ん
見
え
て
く
る
と
思
い

ま
す
よ
。
こ
れ
か
ら
も
納
得
の
で

き
る
取
材
を
ど
ん
ど
ん
や
っ
て
い

き
た
い
で
す
ね
」
と
目
を
輝
か
せ

ま
し
た
。

私卸紗七尽女

み
ん
な
が
気
持
ち
よ
く
使
え
る
空
間

　

市
外
か
ら
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届

き
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
は
、
ハ
ー
ト
ビ
ル
法
と

い
う
の
を
ご
存
知
で
す
か
。
す
べ

て
の
人
が
利
用
し
や
す
い
建
物
を

増
や
そ
う
と
「
高
齢
者
、
身
体
障

害
者
等
が
円
滑
に
利
用
で
き
る
特

殊
建
築
物
の
建
築
の
促
進
に
関
す

る
法
律
」
が
平
成
六
年
に
制
定
さ

れ
ま
し
た
。
デ
パ
ー
ト
や
ホ
テ
ル

な
ど
、
い
ろ
ん
な
人
が
利
用
す
る

建
物
は
、
段
差
の
無
い
出
入
り
口

や
幅
の
広
い
廊
下
な
ど
を
取
り
入

れ
、
高
齢
者
や
身
体
障
害
者
を
含

め
た
す
べ
て
の
人
が
安
心
し
て
気

持
ち
よ
く
利
用
で
き
る
よ
う
に
し

よ
う
と
い
う
内
容
の
も
の
で
す
。

　

大
野
市
で
も
、
昨
年
ハ
ー
ト
ビ

ル
法
の
認
定
を
受
け
た
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
入
り
口
の
近
く
に
は
身
体

障
害
者
用
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
設

け
ら
れ
、
お
店
の
通
路
は
幅
が
広

く
平
ら
な
床
に
な
っ
て
い
る
な
ど
、

車
い
す
の
私
に
も
使
い
心
地
の
よ

い
お
店
が
で
き
た
と
思
い
ま
し
た
。

　

県
内
で
も
多
く
の
建
物
が
、
移

動
に
制
約
を
も
つ
人
の
こ
と
を
考

え
て
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
建
物
を
利
用
す
る
人

が
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
あ
ま
り
考

え
て
く
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い

か
と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
、
せ
っ
か
く
用
意
さ
れ
た
駐

車
ス
ペ
ー
ス
が
、
障
害
の
無
い
人

の
車
で
埋
ま
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
を

よ
く
見
か
け
る
か
ら
で
す
。

　

誰
も
が
安
心
し
て
気
持
ち
よ
く

利
用
で
き
る
空
間
と
い
う
の
は
、

建
物
を
整
備
し
た
だ
け
で
実
現
で

き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
利

用
す
る
一
人
ひ
と
り
が
お
互
い
の

こ
と
を
考
え
な
が
ら
行
動
し
て
、

初
め
て
で
き
る
も
の
だ
と
思
い
ま

す
。
大
野
の
み
な
さ
ん
も
施
設
の

オ
ー
プ
ン
を
き
っ
か
け
に
、
日
常

生
活
の
ち
ょ
つ
と
し
た
心
使
い
に

つ
い
て
、
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
　
　
　

（
高
畑
英
樹
）

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意
見

な
ど
を
、
ハ
ガ
キ
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
」
を
必
ず
お
書
き
く
だ

さ
い
。
紙
上
匿
名
は
自
由
で
す
が
、

住
所
・
氏
名
の
な
い
も
の
は
採
用

で
き
ま
せ
ん
。

　

原
文
を
一
部
要
約
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
「
邑
9
1
2
－
8
6

6
6
大
野
市
天
神
町
一
I
一

市
役
所
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴

係
」
で
す
。

お
知
ら
せ

「
新
井
英
一

　
　

ラ
イ
ブ
イ
ン
平
蔵

平
蔵
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会

　

ま
ち
な
か
観
光
施
設
拠
点
施
設

「
平
成
大
野
屋
」
の
平
蔵
の
オ
ー

プ
ン
を
記
念
し
て
、
ニ
ュ
ー
ス
番

組
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
テ
ー
マ
な
ど

で
知
ら
れ
る
ブ
ル
ー
ス
シ
ン
ガ
ー

新
井
英
一
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
が

行
わ
れ
ま
す
。

日
時
4
月
1
0
日
⑥
午
後
6
時
3
0

　

分
開
場

場
所
平
成
大
野
屋

入
場
料
2
0
0
0
円
（
予
定
）

出
演
新
井
英
一
さ
ん

問
い
合
わ
せ
先
株
式
会
社
平
成

　

大
野
屋
（
豊
6
9
・
9
2
0
0
）



広域でメリットを

　

3月2日、2市1村の雇用関係4団体を統合した「お

くえつ雇用開発協議会」が発足。今後、広域化のメリッ

トを生かした人材確保や雇用対策などに取り組みます。

特色生がしたまちブくりを

　

2月17日から18日にかけて、国土庁の“地方都市

中心街の魅力づくり支援事業「ラーバンリソートシ

ンポジウム」”が当市で開催されました。当市をは
じめ倉吉市（鳥取）や八女市（福岡）、黒石市（青

森）のまちづくり報告などが行われ、中心街再生に

ついて議論が行われました。

若者の意貝さまさま

　

大野のまちづくりに関心のある若者が自由に語り合

う「ヤングアクショントーク」が、2月23日に有終会

館で行われました。会場からは、当市の環境問題や活

性化などについて、さまざまな意見が出されました。

はい、とりました

　

2月13日、大野市子どもかるた大会の決勝大

会が大野公民館で行われました。それぞれの地

区予選を勝ち抜いてきた子どもたち約60人が、

真剣な表情で取札を競い合いました。

「ひかるホ」の下・で願い事を

　

2月11日～17日ごろにかけて「ひか

る木」が亀山公園に出現。デートを楽

しむカップルの姿が見られました。

決意新たに

　

大野准看護学院で2月17日、戴帽式が行われ

ました。教官からナースキャップを授かった9

人は、看護の道へ決意を新たにしていました。

話循回也場秘書広報課広報広聴係酋66・1111



勅遇回底場
団子を拾って火の用lt！

　

木本地区に約200年前から伝わる伝統行事

「初午団子まき」が3月1日行われ、縁起物の団

子を拾って火の用心を願う人でにぎわいました。

「春節」祝って親ぽく深め

　

中国からの実習生に、中国の正月「春節」を

祝ってもらおうと、3月5日「春節のつどい」

が行われました。会場の有終会館では、実習生

と市民、約150人がドッジボールなどで親ぼ

くを深めました。

収圃が楽しみ

　

阪谷小学校の5年生が、森についての知識を深

めようと、阿難祖領家にあるシイタヶ栽培施設で、

菌をナラの丸太に埋め込む作業などの体験学習を

行いました。

馳にも作れるがしら

　

3月4日から5日にかけ、柿ケ嶋区内の交流

を深めようと、手づくりの作品を持ち寄った

「みに・きねま・わてらの作品展」が柿ケ嶋集

落センターで行われました。

どの組a，§わせが§うがな？

　

2月23日、平成大野屋で「日本酒の新しい楽しみ方セ

ミナー」が行われました。参加者には、タイプの異なる

4種類の地酒と、肉料理や魚料理などが用意され、それ

ぞれの相性を確認しながら味わっていました。

気になります、子どもの官全

　

2月26日、交通安全「杉の子クラブのつど

い」が行われました。実際にチャイルドシー

トを使って行われた車への装着方法などの講

演に、みんな熱心に聞き入っていました。

身近な話題をお知らせください。



お
知
ら
せ

4月

恐竜エキスポ

ふくい2000

『
春
季
消
防
総
合
訓
練
で

サ
イ
レ
ン
が
2
回
な
り
ま
す

大
野
地
区
消
防
本
部

　

4
月
8
日
①
は
、
当
市
の
大
火

記
念
日
で
す
。

　

大
野
地
区
消
防
本
部
で
は
、
こ

の
日
を
記
念
し
て
、
エ
キ
サ
イ
ト

広
場
の
周
辺
で
春
季
消
防
総
合
訓

練
を
実
施
し
ま
す
。

　

当
日
、
午
前
8
時
5
0
分
に
亀
山

の
サ
イ
レ
ン
が
2
回
な
り
ま
す
の

で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
エ
キ
サ
イ
ト
広
場
北
側

の
駐
車
場
に
は
、
前
日
（
4
月
7

日
②
）
の
夜
か
ら
午
前
9
時
3
0
分

ま
で
駐
車
し
な
い
よ
う
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

第
4
0
期
県
将
棋
名
人
戦

　

奥
越
地
区
予
選
大
会

日
本
将
棋
連
盟
奥
越
大
野
支
部

日
時
4
月
9
日
面
午
前
1
0
時
～

場
所
下
庄
公
民
館

参
加
料
会
員
・
1
5
0
0
円
▼

　

一
般
・
1
8
0
0
円
▼
高
校
生

　

以
下
・
8
0
0
円
（
昼
食
込
）

申
込
締
切
日
4
月
7
日
②

申
し
込
み
．
問
い
合
わ
せ
先
廣

　

野
敏
樹
さ
ん
（
容
6
6
・
4
5
4

　

6
）

和
裁
を
習
い
ま
せ
ん
か

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

日
時
5
月
H
日
④
～
1
0
月
2
6
日

　

④
毎
週
木
曜
日
午
後
1
時
～

　

3
時
3
0
分
（
全
2
4
回
）

場
所
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

内
容
初
心
者
を
対
象
と
し
た
浴

　

衣
な
ど
の
和
裁
実
習

受
講
料
1
ヵ
月
1
0
0
0
円

　
　

（
材
料
費
別
）

定
員
先
着
1
0
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
職

　

業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
公
6
5
・
6

　

8
4
0
）

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
中
で
す

　
　
　
　
　

国
民
年
金

市
役
所
市
民
課

　

平
成
口
一
年
度
の
保
険
料
を
1
年

分
前
納
す
る
か
、
新
し
く
口
座
振

替
に
す
る
と
、
抽
選
で
中
部
●
近

畿
各
府
県
の
国
民
年
金
福
祉
施
設

の
宿
泊
補
助
券
か
テ
レ
ホ
ン
カ
ー

ド
が
当
た
り
ま
す
。
締
め
切
り
は

7
月
3
1
日
⑥
で
当
日
消
印
有
効
で

す
。
応
募
方
法
な
ど
の
詳
し
い
内

容
は
、
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替

案
内
通
知
書
と
一
緒
に
配
付
さ
れ

る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

4
月
か
ら
の
国
民
年
金
保
険
料

　

4
月
か
ら
の
保
険
料
は
こ
れ
ま

で
と
同
じ
額
で
す
。

額
月

円0
0

（
jり
j
l

入
加
加付 円0

0
7
n
j

l

納前分
年
― 円0

r
D
7

に
J
1
5

入
加
加付 円0

（
j
4

01
6

納前
分
年半 円0

C
M

0
5
o
o

7

入
加
加付 円0

q
）
り
乙

I
（
６

　

前
納
の
納
付
期
限
は
4
月
2
8
日

で
す
。
前
納
の
場
合
、
割
り
引
き

も
あ
り
大
変
お
得
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先
市
役
所
市
民
課

　

年
金
係
（
公
6
6
・
1
1
1
1
内

　

線
4
5
6
）

受
付
時
間
の
お
知
ら
せ

市
役
所
生
活
環
境
課

　

市
が
九
頭
竜
線
（
越
美
北
線
）

利
用
促
進
の
た
め
に
行
っ
て
い
る

助
成
の
受
付
時
間
が
、
4
月
1
日

か
ら
午
前
9
時
～
午
後
2
時
に
な

り
ま
す
。

助
成
対
象
回
数
券
ま
た
は
8
人

　

以
上
の
団
体
利
用
乗
車
券
を
、

　

越
前
大
野
駅
で
購
入
し
た
市
民

　

な
ど
（
印
鑑
持
参
）

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
市
役
所

　

生
活
環
境
課
市
民
生
活
係
（
豊

　

6
6
・
1
1
1
1
内
線
4
6
2
）

食
生
活
改
善
推
進
員

養
成
講
座
の
生
徒
募
集

市
保
健
セ
ン
タ
ー

日
時
平
成
1
2
年
5
月
～
平
成
1
3

　

年
2
月
の
毎
月
第
3
木
曜
日
午

　

前
9
時
3
0
分
～
午
後
1
時

場
所
市
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容
健
康
●
栄
養
・
運
動
な
ど

　

の
講
義
、
生
活
習
慣
病
予
防
食

　

な
ど
の
調
理
実
習

対
象
地
域
の
健
康
づ
く
り
に
意

　

欲
が
あ
り
、
推
進
員
と
し
て
ボ

　

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
で
き
る
人

定
員
2
5
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

保
健
セ
ン
タ
ー
（
豊
6
5
・
7
3

　

3
3
）

交通
安全

剱
r

子
ど
も
と
一
緒
に

　
　
　
　
　
　

交
通
安
全

　

新
入
園
・
入
学
の
季
節
、
子

ど
も
た
ち
の
交
通
事
故
が
心
配

で
す
。
交
通
事
故
の
危
険
か
ら

少
し
で
も
子
ど
も
た
ち
を
守
る

た
め
、
家
庭
で
も
交
通
安
全
教

育
に
つ
い
て
教
え
ま
し
よ
う
。

通
学
路
を
一
緒
に
歩
い
て
み
る

　

危
険
な
場
所
や
確
認
が
必
要

な
場
所
を
、
子
ど
も
と
一
緒
に

チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
具
体
的
に
教

え
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

交
差
点
や
横
断
歩
道

　

信
号
機
の
見
方
や
意
味
を
、

子
ど
も
と
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

信
号
が
無
い
交
差
点
や
横
断
歩

道
を
渡
る
と
き
な
ど
、
道
路
を

横
断
す
る
前
に
は
、
立
ち
止
ま

り
左
右
を
よ
く
確
認
す
る
こ
と

を
習
慣
づ
け
ま
し
よ
う
。

危
険
な
行
動
は
さ
せ
な
い

　

道
路
の
状
況
が
見
え
に
く
い

物
陰
か
ら
の
横
断
は
、
大
変
危

険
で
す
。
車
が
通
る
前
や
通
っ

た
す
ぐ
後
の
横
断
、
飛
び
出
し

な
ど
の
危
険
な
行
動
は
し
な
い

よ
う
に
指
導
し
ま
し
よ
う
。

　

子
ど
も
の
気
が
ゆ
る
ん
で
く

る
と
、
車
に
対
す
る
注
意
が
お

ろ
そ
か
に
な
り
が
ち
で
す
。
出

か
け
る
前
に
声
を
掛
け
て
あ
げ

る
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
気
配

り
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。



●INFORMATION

ダ
ン
ベ
ル
体
操
教
室

　
　
　
　

市
保
健
セ
ン
タ
ー

　

仲
間
と
一
緒
に
い
い
汗
を
か
い

て
み
ま
せ
ん
か

日
時
5
月
9
日
汚
～
1
0
月
ま
で

　

午
後
1
時
3
0
分
～
2
時
3
0
分

　

毎
月
2
回
、
火
曜
日
に
実
施

場
所
下
庄
公
民
館

対
象
市
内
に
在
住
か
勤
務
し
て

　

い
る
人

定
員
先
着
3
0
人

参
加
料
無
料

申
込
締
切
日
4
月
2
8
日
②

申
し
込
み
方
法
電
話
で

そ
の
他
ダ
ン
ベ
ル
は
用
意
し
ま

　

す
、
日
程
な
ど
は
後
日
連
絡

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

保
健
セ
ン
タ
ー
（
酋
6
5
・
7
3

　

3
3
）

フ
フ
ワ
ー
「

ア

1
」
」ン

ジ
メ
ン
ト
教
室

　
　
　

市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　

母
の
日
に
、
日
ご
ろ
の
感
謝
の

気
持
ち
を
込
め
て
、
手
作
り
の
ア

レ
ン
ジ
フ
ラ
ワ
ー
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
5
月
1
2
日
参
午
後
7
時
3
0

　

分
～

場
所
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

定
員
2
0
人

受
講
料
3
5
0
0
円
（
材
料
費
）

準
備
物
花
ば
さ
み
、
新
聞
紙
な

　

ど
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
豊
6
5
・

　

7
2
2
1
）

変
む
り
ま
甘
’

資
源
回
収
の
補
助
対
象

’
市
役
所
生
活
環
境
課

　

4
月
1
日
か
ら
資
源
回
収
補
助

制
度
の
対
象
品
が
、
古
紙
類
の
み

に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
古
繊
維

や
ア
ル
ミ
缶
は
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
市
役
所
生
活
環

　

境
課
環
境
保
全
係
（
豊
6
6
・
I

　

1
1
1
内
線
4
6
2
）

粗
大
ご
み
持
ち
込
み

　
　
　

特
別
受
け
付
け

’
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　

市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、

平
日
に
粗
大
ご
み
の
持
ち
込
み
が

で
き
な
い
人
の
た
め
に
、
特
別
受

け
付
け
を
行
い
ま
す
。

日
時
4
月
9
日
⑨
午
前
8
時
3
0

　

分
～
午
後
4
時
3
0
分

対
象
物
自
転
車
、
電
化
製
品
、

　

家
具
な
ど
の
粗
大
ご
み
（
燃
や

　

せ
る
粗
大
ご
み
は
縦
8
0
竺
、
横

　

8
0
イ
程
度
に
し
て
く
だ
さ
い
）

対
象
と
な
ら
な
い
物
農
機
具
類

　

な
ど
の
産
業
廃
棄
物

手
数
料
有
料

そ
の
他
粗
大
ご
み
は
、
ご
み
ス

　

テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
さ
な
い
で
く

　

だ
さ
い

受
け
付
け
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
豊
6
5
・

　

6
1
2
0
）

水
中
運
動
教
室

　
　
　
　

市
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　

「
あ
つ
宝
ん
ど
」
の
プ
ー
ル
を

利
用
し
て
、
ひ
ざ
や
腰
の
痛
み
に

効
果
の
あ
る
水
中
運
動
を
や
つ
了

み
ま
せ
ん
か

日
時
5
月
2
4
日
～
6
月
2
8
日
の

　

水
曜
日
（
全
6
回
）

　

午
後
1
時
3
0
分
～
2
時
3
0
分

場
所
あ
つ
宝
ん
ど

対
象
市
内
に
在
住
か
勤
務
し
て

　

い
る
人

定
員
2
0
人

参
加
料
4
0
0
0
円
程
度
（
入

　

場
料
込
み
）

申
込
締
切
日
4
月
2
8
日
②

申
し
込
み
方
法
電
話
で

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

保
健
セ
ン
タ
ー
（
豊
6
5
・
7
3

　

3
3
）

始めます緊急専用ファクス！

　

大野地区消防本部では、4月10日から耳の不自由な人

や言葉の不自由な人がファクスを使って、119番通報

できる体制をスタートします。

　

対象となる人には、あらかじめファクス用紙を配布し

ます。また、ファクス用紙が必要な人は、大野地区消防

本部か市役所福祉課まで問い合わせください。

緊急専用ファクス番号

　

69・9094

問い合わせ先

　

大野地区消防本部

　　

（容66・0119）

　

市役所福祉課社会福祉係

　　

（豊66・1111

　　　　　　　

内線472）

第22回大野さくらまつり

　　　　　

4月3日⑧～18日囚）

会場有終公園・亀山公園・義景公園

期間中の行事

◆お祭り広場（会場：有終公園）

　　

8日①正午～午後5時

　　

9日⑧午前10時～午後4時

　

お花見そば・お花見弁当・福まき・花の苗木販売

　

フリーマーケット・踊り・太鼓・歌謡ショー（8日）

　

チャンチキオーケストラ（9日）

　

そば早食い競争（9日）

　　

（都合で、内容が変更になる場合もあります）

◆モデル撮影会（会場：亀山公園）

　　

16日⑨午前10時30分～午後3時

※フリーマーケットの出店者を募集しています

問い合わせ先

　　　　

大野市観光協会（a65・5521）



″

一
’

馴
）
父
か
ら
も
ら
っ
た
す
わ
り
机

東
方
ミ
チ
ヱ
さ
ん
（
中
津
川
）

　

中
津
川
の
東
方
ミ
チ
ヱ
さ
ん
（
七
十
三
歳
）

の
宝
は
、
父
親
に
買
っ
て
も
ら
っ
た
す
わ
り

机
で
す
。
高
さ
三
十
六
V
、
横
幅
八
十
三
で
、

奥
行
き
五
十
三
～
の
が
っ
ち
り
し
た
机
で

す
。

　
　

「
こ
の
机
は
、
私
か
小
学
校
に
入
る
と
き

に
買
っ
て
も
ら
っ
た
も
の
で
す
。
父
は
自
分

の
分
ま
で
勉
強
し
て
ほ
し
い
と
、
し
っ
か
り

し
た
机
を
買
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
机
と
一
緒

に
、
私
の
え
と
『
卯
（
う
さ
ぎ
）
』
が
彫
っ

て
あ
る
本
立
て
も
買
っ
て
く
れ
た
ん
で
す

よ
。
母
も
ま
ち
を
歩
い
て
い
る
と
き
な
ど
に
、

看
板
に
書
い
て
あ
る
漢
字
の
読
み
か
た
を
教

え
て
く
れ
た
り
、
漢
字
を
覚
え
る
た
め
の
数

え
歌
を
教
え
て
く
れ
た
り
し
ま
し
た
。
小
学

校
に
入
る
ま
え
に
、
ラ
ン
ド
セ
ル
や
筆
箱
な

ど
の
勉
強
道
具
が
そ
ろ
っ
て
く
る
と
、
学
校

に
通
え
る
こ
と
が
う
れ
し
く
て
、
家
の
中
で

ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
て
は
し
や
い
で
い
た

こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
よ
」
と
東
方
さ
ん
。

　
　

「
こ
の
机
の
引
き
出
し
に
は
、
そ
の
こ
ろ

使
っ
て
い
た
文
房
具
が
少
し
残
っ
て
い
て
、

妹
が
使
っ
て
い
た
そ
ろ
ば
ん
や
、
小
学
五
年

生
の
こ
ろ
に
買
っ
て
も
ら
っ
た
万
年
筆
の
ペ

ン
軸
、
木
製
の
筆
箱
な
ん
か
が
入
っ
て
い
る

ん
で
す
よ
。
小
学
校
の
こ
ろ
に
使
っ
て
い
た

筆
箱
の
裏
側
に
、
名
前
が
彫
っ
て
あ
る
の
を

見
る
と
懐
か
し
い
で
す
ね
。
入
学
当
時
、
父

が
教
科
書
を
見
て
『
き
れ
い
な
教
科
書
に
な

っ
た
も
の
だ
』
と
驚
い
て
い
た
こ
と
を
思
い

出
し
ま
す
。
戦
時
中
の
暗
い
あ
か
り
の
中
、

姉
妹
で
机
を
囲
ん
で
本
を
読
ん
だ
こ
と
や
、

ペ
ン
だ
こ
を
作
り
な
が
ら
漢
字
の
練
習
を
し

て
い
た
こ
と
も
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
よ
。
最

近
の
学
習
机
は
、
子
ど
も
が
大
き
く
な
る
と

だ
ん
だ
ん
と
使
わ
な
く
な
る
そ
う
で
す
が
、

残
念
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
」
と
懐
か
し
そ

う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

市民のうごき

3月1日現在 前月比

世帯数 11，751世帯 14世帯

人口 40，781人 △4人

内訳
男 19，542人 9人

女 21，239人 △13人

2月中の異動
転入 76人 出生 27人

転出 72人 死亡 35人

市内の交通事故状況（9ヵ、69）

件数内訳
平成12年

2月末

平成11年

2月末
比較

総件数 122件 117件 5件

人
身

事
故

件数 20件 29件 △9件

死者 O人 O人 O人

傷者 25人 35人 △10人

物損事故 102件 88件 14件

表
紙
の
こ
と
ば

　

今
回
は
、
春
の
草
花
を
集
め

て
み
ま
し
た
。
撮
影
は
、
昨
年

の
春
で
す
。
自
然
に
恵
ま
れ
て

い
る
大
野
で
は
、
市
の
花
コ
プ

シ
を
は
じ
め
桜
や
カ
タ
ク
リ
な

ど
で
彩
ら
れ
ま
す
。
山
菜
も
豊

富
で
す
。
慌
た
だ
し
く
な
り
が

ち
な
今
日
こ
の
ご
ろ
、
山
野
を

散
策
し
て
、
心
の
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

編
集
後
記

　

本
紙
三
月
号
表
紙
の
フ
キ
ノ

ト
ウ
を
撮
影
後
、
寒
波
な
ど
の

影
響
で
雪
模
様
に
。
雪
が
や
み

青
空
が
広
が
っ
た
あ
る
日
の
こ

と
で
す
。
お
城
を
撮
影
し
よ
う

と
亀
山
に
登
る
と
、
途
中
で
何

人
も
の
人
と
す
れ
違
い
ま
し

た
。
雪
が
あ
っ
て
も
人
が
登
る

亀
山
は
、
や
は
り
み
ん
な
に
愛

さ
れ
て
い
る
ん
で
す
ね
。
（
横
）

／1弐見i弓・

　

今
年
の
冬
の
寒
さ
は

厳
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。

で
も
最
近
、
窓
を
開
け

た
と
き
春
の
気
配
を
感

じ
、
身
も
心
も
軽
く
な

っ
て
く
る
。
う
ら
ら
か

な
陽
気
に
誘
わ
れ
、
つ
い
ウ
ト
ウ
ト
眠
る
に
は

一
番
い
い
季
節
▼
で
も
最
近
は
、
ス
ト
レ
ス
性

の
不
眠
で
、
う
ま
く
眠
れ
な
い
人
が
増
え
て
い

る
ら
し
い
。
人
間
は
本
来
、
昼
に
活
動
し
て
夜

に
休
息
す
る
昼
行
性
に
で
き
て
い
る
。
仕
事
や

遊
び
の
た
め
に
睡
眠
を
削
る
現
代
の
生
活
は
不

自
然
な
の
で
は
な
い
か
。
睡
眠
は
脳
を
守
り
、

作
り
、
回
復
さ
せ
る
た
め
に
必
要
で
、
安
静
に

し
て
い
れ
ば
回
復
す
る
筋
肉
の
疲
労
と
違
っ
て
、

脳
の
疲
れ
は
眠
ら
な
い
と
取
れ
な
い
。
か
と
い

っ
て
寝
過
ぎ
は
か
え
っ
て
頭
が
す
っ
き
り
せ
ず
、

疲
労
感
と
眠
気
が
残
る
▼
ぐ
っ
す
り
眠
る
コ
ツ

は
、
起
き
る
時
間
と
寝
る
時
間
を
だ
い
た
い
同

じ
に
す
る
こ
と
。
寝
不
足
を
た
め
な
い
こ
と
で

あ
る
。
不
足
分
は
短
い
睡
眠
で
補
え
ば
よ
く
、

昼
休
み
や
通
勤
電
車
の
移
動
時
間
を
利
用
し
て

少
し
眠
る
こ
と
な
ど
で
十
分
ら
し
い
▼
目
覚
ま

し
時
計
が
鳴
る
前
に
目
覚
め
、
あ
と
少
し
と
思

い
ウ
ト
ウ
ト
。
目
覚
ま
し
時
計
が
鳴
っ
た
と
き

に
は
、
な
か
な
か
起
き
ら
れ
ず
つ
ら
い
思
い
を

し
た
経
験
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
短
時
間
の
眠

り
直
し
だ
と
、
熟
睡
に
入
る
前
に
起
こ
さ
れ
る

の
で
、
不
愉
快
な
寝
覚
め
に
な
る
そ
う
だ
▼
そ

こ
で
、
私
の
場
合
は
「
寝
る
子
は
育
つ
」
と
か

「
美
人
は
夜
に
作
ら
れ
る
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ

の
よ
う
に
、
眠
く
な
っ
た
ら
眠
り
、
自
然
に
目

覚
め
た
ら
起
き
る
。
自
分
の
睡
眠
の
欲
求
に
正

直
に
、
シ
ン
プ
ル
に
過
ご
す
の
が
一
番
と
い
う

考
え
で
過
ご
す
よ
う
に
し
て
い
る
。
（
K
）

発
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